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令和 2年度の新型コロナウイルス感染症対策推進基金の状況 

  積立額  １５６．８億円 
（地域整備事業会計からの借入金１００億円＋国庫支出金５２億円＋寄付金４．７億円＋運用利子０．１億円） 

  充当額  ２４．６億円 
＊新型コロナウイルス感染症対策事業（保健医療部）  1,565,348千円 

＊埼玉県地域医療介護総合確保基金積立金（福祉部）  657,494千円 

＊新型コロナウイルス感染症治療にあたる医療従事者支援事業（保健医療部）136,170千円 

＊ICUによる重症患者医療体制整備事業（保健医療部）38,586千円 

＊心身障害児通園訓練費（福祉部）33,153千円 

＊その他 29,838千円 

令和 2年度末 残高 １３２．２億円 

           

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月21日～１１月１１日まで令和２年度決算を審査する決算特別委員会が開催されました。 



プロフィール 

                     本県は日照時間が長く自然災害が少ない恵まれた自然条件を背景に花植木の生産が盛んにおこ 

なわれています。1世帯あたりの切花の購入額は平成 9年をピー クに減少に転じており、鉢花や 

花壇苗を含む園芸品・園芸用品の購入額も平成 11年をピークに減少に転じています。 

この要因として景気の低迷、若い世代が花を楽しむ生活から離れていること等が考えられます。 

また、植木類においてはマンションなどの住宅事情、生活の多様化などによって需要は減少し、新 

型コロナウイルスによる冠婚葬祭等のイベントの中止や店の営業自粛により、花き需要は大きく 

低迷しています。決算特別委員会の審査では①イベントでの花装飾を拡大すること②花育など、若 

年層に花と触れ合う機会に取り組むこと、を改善または検討を要する事項で取り上げました。 

                       企業の働き方改革が進む中で残業時間の縮減、週休 2 

日制、コロナ禍でのテレワークやワーケーションなど多様 

な働き方が増えています。 

令和 2年度は新型コロナの影響で保健所を含む保健医 

療部では感染拡大による業務量の多さから 200時間/月 

の残業時間があった職員がいるなど、年間における職員 

の最大時間外手当の支給額は 814万円、時間数 1,989 

でした。 

 本県は県民 1万人当たりに対する一般行政部門職員数 

は、全国平均の 23.3人を大きく下回る全国最少の 11.3 

人となっており、同規模の人口 755万人の愛知県と平成 

31年度における職員数を比較すると、教育部門は約 

2,600人少ない 3万 7,012人、警察部門は約 1,600 

人少ない 1万 2,878人、知事部局でも約 1,600人少ない 6,776人と、いずれも少ない人員で県政運営

を行っています。 

病気休暇（精神疾患）が年度ごとに増えている現状を考えると、有給休暇をきちんと取得できる職場づくり

をはじめ、早急に職員の増員を図るべきだと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【総務部】 

 ＊「誰一人取り残さない」「日本一暮らしやすい埼玉県の実現」のためには、職員自らが健康で働きやすい環

境を整える必要があることから、休暇取得促進の取組などを更に推進すること。 

【保健医療部】 

 ＊埼玉県コバトン健康マイレージ事業では、登録参加者数を増やすことだけにとらわれず、参加者の満足度

向上にも取り組むこと。 

【農林部】 

＊花き振興のため、イベントでの花装飾、県民が花に触れ合う機会及び花育を推進すること。 

＊ふるさと認証食品について、消費者の目にとどまるよう工夫するとともに、サービスエリアや道の駅など

販路拡大に努めること。 

【環境部】 

＊駐車場を含めた県有施設改修時の緑化を図るため、管財課や都市整備部などと情報共有を図ること。 

＊天然記念物及び特別天然記念物である希少な動植物の種の保存、保護及び増殖に取り組む市町村に対し

て財政支援を行うこと。 

【危機管理防災部】 

 ＊地震や風水害だけでなく、列車事故などの交通トラブルについても図上訓練シナリオ作成を進めること。 

【産業労働部】 

 ＊埼玉県物産観光館「そぴあ」については、なるべく早急に移転を図ること。 
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私が求めた決算特別委員会での改善また検討を要する事項 

冬季品評会 


